

















































































德永 真美，佐竹 明美 （日高病院）
60代で肺がんにより終末期を迎えた男性であるA氏
のプライマリーとなった.入院当初のA氏は無口で表情
が硬くコミュニケーションに困難感を抱いた.そのため
A氏の妻よりA氏がどんな思いでいるのかを聴いた.そ
のことより,A氏は「寝てしまったら目が覚めないので
は」という苦痛があるということを知った.A氏が安心
して眠れる環境を確保することが必要であると考え,カ
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